
修繕仕様書 
 
                        京都市青少年科学センター 

（担当：米谷、武村 TEL 075-642-1601） 
 
１ 修繕名 
  京都市青少年科学センター 屋外タイル、生物領域準備室ドアノブ・クローザ修繕 
 
２ 修繕場所 
  京都市伏見区深草池ノ内町１３ 
 
３ 修繕内容 
  以下の事項について実施すること。 
（１）屋外タイル修繕 
  ア 京都市青少年科学センターの屋外タイルに浮きがみられるため、不陸が生じない 
   ように修繕する。 
  イ 一部のタイルの上に塗膜防水が施されているので、修繕後は、同等の防水処理を 
   施すこと。 
  ウ 既設タイル、既設防水の撤去及び処分も本業に含むものとする。処分に関して 
   は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及びその関係法令を遵守するものとする。 
（２）生物領域準備室 ドアノブ・クローザ修繕 
  ア 京都市青少年科学センターの生物領域のドアノブ及びドアクローザが破損してい 
   るため修繕する。 
  イ 既設ドアノブ、ドアクローザの撤去及び処分も本業に含むものとする。処分に関 
   しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及びその関係法令を遵守するものとす 
   る。 
（３）その他 
   資材及び資材の取付けに必要な材料などの一切は、受注者の負担とする。 
   ただし、資材の取付けなどに必要な電力及び水は、京都市青少年科学センターの電 
  力及び水を無償で使用できるものとする。 
 
４ 実施箇所 
  添付の平面図を参照のこと。 
 
５ タイル仕様 
（１）修繕するタイルの寸法、色などは別添写真を参照のこと。 
（２）目地については、任意の一辺をコーキングやシーラント材にてフレキシブルな状態 
  にする。  
 
６ ドアノブ、ドアクローザ仕様 
（１）修繕するドアノブ、ドアクローザの型番、色などは別添写真を参照のこと。 
（２）修繕後のドアノブは、屋外側はシリンダー錠とし、屋内側はサムターンとする。 
   鍵は、既存のグランドマスターキー及び既存のマスターキーでも開錠できるもの 
  とする。（既存錠及び鍵はＧＯＡＬ製）鍵は３本納入するものとする。 
   錠および鍵の作成に時間を要する場合は、仮設の錠及び鍵を設置し、後日、本設 



  の錠及び鍵に取り換えることができるものとする。 
（３）修繕後のドアクローザは、ストップ付きとする。 
（４）修繕対象となるドアは、900mm×2,100mm のスチール製である。 
 
７ 納期 
  錠及び鍵、タイル修繕、ドアクローザの納期：令和８年９月２５日（金）まで 
  本設錠及び鍵の納期：令和８年１０月３０日（金）まで 
 
８ 施工条件 
  上記修繕の詳細な施工日程は、契約締結後に協議のうえ、決定する。 
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タイル○A サイズ：230mm×60mm 

タイル○B サイズ：120mm×60mm 

ポリーマーセメントモルタル 
 ＋塗膜防水材２層塗 
 ＋トップコート 

赤色：修繕対象範囲 
（黄色テープは、注意喚起用のため撤去可能） 
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生物領域準備室 ドアノブ 参考写真 

 

 

屋外側扉 現状写真 

修繕後：シリンダー錠 

屋内側扉 現状写真 

修繕後：サムターン 

赤色：修繕対象範囲 



 



 
生物領域準備室 ドアクローザ 参考写真 

 

 

 

 
赤色：修繕対象範囲 
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 展示棟１階

 事務棟１階

 学習棟１階

１階平面図　NO SCALE

 生物領域準備室（ドアノブ・クローザ）修繕箇所



 展示棟２ 階

 学習棟２ 階 ２階平面図　NO SCALE

 屋外タイル修繕箇所


